





























































































































































































































































次に交政二年卯五月の家数 別書上帳を ると 次の表の如く




総 人 口 19 
男 9 
女 10 
15 才以下 39 60 才以上
修 験 2 
他 所江奉公 9 
虚 弱 人 14 




























































































































































として、六拾五両を割当 られてい が、 れ 高金百九拾五両の「三割金」であり、叉この利息金につ ても三割制、即ち三給で公平に同額づっ支払う制度がとられて居る。
次に実政十一子年の柳沢下新畑の新田開発を見ると、この際の








































































寛政元年｜六郷用水車九日。4 年 1 I/ 京入目。6年 1 // 取入口
// // 1 六郷用水用水路。1 年 1 // 用水路





















































































































候処猶去々酉年中間川満水之翻堤長弐百間程欠落其外御田地亡所一一相成候一一付御支甑様江度々御普請之儀奉願上候処夫々御見分之上御普請二不相成旨被仰渡三組共一同当惑難渋罷有候一一付御三給申合 同相談取極メ井伊掃部頭様江 歎願申上御普請相成候様仕度右－一付以前之通リ心得違等有之村方引継－一相成侯而者奉対領主地頭江不 済候儀こ付此度相改メ儀定取極メ左之通 リ一、御公儀様
d
皆御入用御普請被仰付侯ぷ欺叉者井伊掃部頭様
















の村である為、近来ことに纏りが悪くなっていた事、この纏りの悪くなった原因としては、弘化三年の公儀普請の際．人足賃其外が滞るような心得違いがあった事、これは井伊家 取計で落着した事、等がわかるが、更にこの文書により、当三給地は、井伊家の如き幕府の有力者を持つ故に、普請 際して 、井伊家を通じて先
づ
公儀普請を願出、それがかなわぬ時は、直接井伊家にすが
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